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その結果、膠そのものへの900時間の紫外線照射で、特殊鹿膠以外の各々の膠の粘度には変化傾向はみられな
かった。次に各塗膜試料への900時間内の紫外線照射では、特殊鹿膠を除く膠ではクロスカット法で三千本膠
および播州粒膠の付着強度が低下しているようにも見えたが、膠の粘度も含め概ね変化せず、以上から今回
用いた紫外線照射量に対しては十分な耐光性を示した。しかし、特殊鹿膠については225時間内の紫外線照射
により水に不溶となり、またプルオフ法によるその膠塗膜の付着強度も上昇したことから、塗膜自体が重合
している可能性がある。さらに、膠塗膜の色変化も他の膠試料よりも大きかった。以上の結果から特殊鹿膠
は化学変化しやすい膠であり、絵画制作において作品の保存を考慮したとき、その使用は望ましくないと結
論した。 
第4章では平成の大修理を控えた平等院南門に新しく塗装を施すにあたり、塗装法の検討を行った。南門部
材には多孔性の下層、化学ペイントと考えられる緻密な上層がそれぞれ剥落しながら残存しており、この部
材に新しく塗装を施す修理が計画された。そこで、旧塗膜層を除去する程度によって膠塗料の再塗布による
塗膜全体の付着強度を評価した。付着強度は従来から行われているクロスカット法に、定量的に測定できる
プルオフ法を新たに導入した。その結果、化学ペイント層と考えられる上層は完全に除去する必要性がある
が、多孔性の下層は残存していても問題ないことを明らかにした。しかしながら、実際の現場での作業にお
いては厳密な除去程度のコントロールは困難なことから、完全に旧塗膜を除去するのがよいということとな
り、この結果に基づいて平等院南門と鳳凰堂の再塗装が実施された。 
膠の絵画材料としての物性を科学的に定量検証し、普遍的に適用できる研究方法を確立することが急務で
ある。本研究では、様々な膠を対象とし、また、様々な要素によって構成される伝統的な彩色法に則って試
料を構成し検証を行った。得られた結果は、作品上での膠の実際の挙動に関して、重要なデータであり、今
後本研究の研究手法により、他の様々な劣化反応に対しても、実際の使用に即した新たな知見を得る可能性
を示した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
膠は日本画の展色剤としてなど、多くの文化財に使用されている重要な材料である。この膠の保存性に関
して基礎的な検討を加えた研究である。 
はじめに、膠溶液を作成した後の微生物による膠の劣化を溶液の加熱処理の程度によってどのように変化
するかを検討している。膠の劣化はその分子の切断を直接反映し、初期の劣化をとらえられる粘度法を用い
ており、これは従来行われている接着強度試験よりもすぐれている。アデノシン三リン酸(ATP)量により微生
物量を測定し、最近提唱されている沸騰処理を行つても、30℃ で保管した場合には2日程度までの使用に留
めるべきであるとの結論を得ている。 
ついで、日本画で用いられている各種の膠の耐光性試験を行い、特殊鹿膠に関しては変色が大きく、化学
変化が大きいが、他の膠には耐光性においてあまり差がないことを明かにした。 
最後に建造物の再塗装において以前の塗膜層をどこまで削ればよいかを従来用いられている付着性試験で
あるクロスカット法にプルオフ法を加えて実施している。前者は塗膜に切り込みを入れて粘着テープで剥離
程度を観察する方法であり、手軽であるが定量性に書けている。一方、プルオフ法では塗膜表面にドリーと
いわれる金属を接着してドリーを持ち上げて剥離するときの強さを定量的に測るものである。このプルオフ
法の文化財への応用は知る限りにおいて始めてである。この手法により、平等院鳳風堂での塗装前処理方法
を提案し、今回の平成修理に寄与していることは大きな成果である。 
申請者は最近設立された膠文化研究会の運営にも積極的に参加し、膠製造の体験会などへの参加も含めて、
幅広く膠に関する知識と経験を深めており、この点も評価できる。本研究は膠の劣化現象などに関しての高
度な科学的検討を行ったものではないが、文化財への膠の実際の使用方法に関わる点での疑間を解き、現場
での使用方法に方向性を与える有用性の高い研究と言える。また、得られた成果は文化財保存修復学会誌な
どに2本の論文としてすでに発表している。よって、博士(文化財)の学位を授与するに十分な内容の論文であ
る。 
